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学校課題解決マネジメント 現職

学校という組織をマネジメントしていく
「学校を支える力」として、地域の教育ニー
ズを踏まえつつ学校が直面している課題を発
見し、教職員間で共有し、協働して解決でき
るマネジメント力を身につけることにより、
学校運営及び教育活動の中核的な役割を果た
すとともに、管理職・リーダーとしての資質
能力を有する教員となる。

●学校運営上自らが担うべき役割を全校的な

視点から適切かつ効率的に果たすことができ
る
●他の教職員とのコミュニケーションを保ち、

協働に向けた協調性を持つとともに、若手教
員の意見等の把握・調整ができる
●いじめや不登校の問題を理解する姿勢を学

校全体で常に共有し、組織的対応と体制整備
を支援できる
●地域および保護者や学校外の専門家および

関係機関との良好なコミュニケーションを保
ち、信頼関係の下、連携・協働した教育活動
を主導し、若手教員への助言ができる
●教職員間の協働、保護者や地域社会・関係

機関との信頼関係の下での連携により、子ど
もの成長を支援することができる

高度専門職
として

学び続ける
教員



児童生徒の行動変容につながる
SDGs教員研修とは

① SDGsについて多元的に考える

② 学校の課題解決と結びつけ、
組織的な対応を考える

③ 児童生徒の学習意欲を高める
手立てを考える

④ 学校の文脈において、持続
可能性を探る
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SDGsについて多元的に考える



SDGs/ESD

都市部・進学校

科学的なソリュー
ションによる地球的
課題の解決

東北地方

人口減少・学校
統廃合

地方・地域の学校

地域貢献による地
域課題の解決



地域協働と学校づくり 市瀬担当分

１．SDGsの探究学習を通して個人の変容・社会の変革に寄与できる
のか？

２．SDGsの探究学習が教科で学ぶ知識・技能と結びつき、学力向上
に寄与しているのか？

３．SDGsの探究的学習に小中高の連携（学びの連続性）はあるの
か？

４．SDGsの今日的な喫緊の課題を各教科の中に浸透させることがで
きるのか？



学校の課題解決と結びつけ、組織的な対応を考える



Jamboard
を使って

みなさんの所属している地域・学校・学級につ

いて考えてください。

もしあなたがSDGs（地球的規模・地域の課題
解決）を導入するとしたら何ができると思いま

すか。教科、総合・探究、地域連携などに結び

付けることが可能か。アイデアを、付箋で、前

回作成のJam boardに張り付けてください。

すでに取り組まれている方は課題をふくめて、

これからの方は構想としてお書きください。



A教諭

B教諭





☆課題を設定できる力 ☆日常生活と結びつける力
☆教科を応用する力 ☆社会の形成者としての態度



児童生徒の学習意欲を高める手立てを考える





C教諭

見直しの観点
構造化

その一角に
利用価値



D教諭

ミドルリーダーとしての
カリキュラム・
マネジメント

計画・実施・改善

意欲喚起に
ついて、子ど
ものリアルな
心理の捉え
から



学校の文脈において、持続可能性を探る



E教諭の取組・協働へ

課題解決を織
り込んだ年間
カリキュラム

表



担任と協働 ←サーバント・リーダーシップの発揮
C教諭の取組

校内の共有・協働へ
お便りとして

子どもたちの成
長＝教師たちの
エンジンに

子どもた
ち自ら

E教諭の取組・協働へ



総合的な学習の時間(五年)ふり返り

五年生の「総合的な学習の時間」では,進んで学んだり,仲間と協力して活動したりする姿を見て,頼もしく感じました。その
学習から少し時間が経ちましたが,ふり返りをして,六年生の学習につなげましょう。自分の活動を思い出しながら,答えまし
ょう。

2 Aの森について答えましょう。
(1)あなたは,Aの森のことを「誰に」伝えたいですか。(複数あるときは,全部書きましょう)
例)地域の○○さん,家族の○○,○年生,○○さん,○○先生など

(2)あなたは,Aの森の「何を」伝えたいですか。伝えたい内容をくわしく書きましょう。

(3)なぜ,(1)(2)のように考えたのですか。

3 地域や社会をよくするために,何かしてみたいと思いますか。(当てはまる数字に○)
1 − 2 − 3 − 4
（1思う ２どちらかと言えばそう思う ３どちらかと言えば思わない ４思わない）

（3の質問で「1」「2」に○をつけた人に聞きます。)
4 なぜ,そう思いますか。

5 五年生の総合的な学習の時間全体をふり返って,四年生のころと比べて,「できるようになった」,「自分の考えが深まっ
た」と思うことがあれば,書きましょう。

E教諭の取組・協働へ・可視化
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